
入
試
室
開
設

入
試
室
は
、「
受
験
生
の
動
向
を
的
確
に
把
握
し
、
入

試
に
関
す
る
事
項
に
迅
速
か
つ
機
動
的
な
対
応
を
と
る

た
め
、
審
議
と
企
画
・
立
案
・
執
行
の
実
施
に
よ
り
、
入

試
業
務
を
行
う
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
17
年
4

月
1
日
に
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
少
子
化
の

進
行
や
大
学
等
進
学
率
の
上
昇
等
に
よ
り
入
学
者
選
抜

を
巡
る
状
況
が
大
き
く
変
わ
り
、
新
し
い
考
え
に
基
づ

く
入
試
設
計
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
い
う

事
情
が
あ
る
。

入
試
室
は
、
上
野
副
学
長
（
室
長
）、
堀
江
事
務
局
長
、

河
上
教
授
、
川
那
部
教
授
、
宇
田
助
教
授
、
荻
野
入
試

課
長
、松
川
（
幹
事
）
の
7
名
か
ら
な
り
、原
則
と
し
て
、

週
一
回
の
割
合
で
会
議
を
開
き
、
こ
の
一
年
、
精
力
的
に

活
動
し
て
き
た
。
以
下
、
主
だ
っ
た
事
項
・
行
事
に
つ
い

て
振
り
返
り
、
明
日
の
入
試
室
を
展
望
し
た
い
。

平
成

年
度
入
試
の
実
施

教
員
の
需
要
の
高
ま
り
に
応
え
る
た
め
、
本
学
で
は

教
育
学
部
二
課
程
を
再
編
し
、
平
成
18
年
度
よ
り
学

校
教
育
教
員
養
成
課
程
の
入
学
定
員
を
1
3
0
名
か
ら

1
8
0
名
に
増
員
。
そ
れ
に
伴
い
、
総
合
教
育
課
程
は
、

従
来
の
5
コ
ー
ス
（
入
学
定
員
1
2
5
名
）
か
ら
3
コ
ー

ス
（
入
学
定
員
75
名
）
に
再
編
。
こ
れ
は
、
昨
年
3
月
、

昭
和
61
年
度
以
降
続
い
て
き
た
教
員
養
成
課
程
定
員
の

国
に
よ
る
抑
制
方
針
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
可
能

と
な
っ
た
再
編
で
あ
る
。

再
編
に
係
る
情
報
の
周
知
期
間
が
短
く
心
配
し
た
が
、

昨
年
度
の
入
試
を
超
え
る
多
く
の
志
願
者
が
集
ま
り
、

奈
良
教
育
大
学
の
支
持
基
盤
の
確
か
さ
と
広
が
り
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
受
験
生
や
高

校
と
の
信
頼
関
係
こ
そ
、
入
試
の
み
な
ら
ず
大
学
教
育

を
支
え
る
生
命
線
で
あ
り
、
今
後
と
も
大
切
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

推
薦
入
試
（
地
域
枠
）
の
導
入

「
奈
良
の
先
生
を
も
っ
と
奈
良
教
育
大
学
で
」
と
い

う
願
い
か
ら
、
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程
に
、
奈
良
県

内
の
高
校
を
卒
業
（
一
浪
）
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
学
生

を
対
象
に
、
推
薦
入
試
の
定
員
枠
（
10
名
）
を
18
年
度

入
試
か
ら
新
た
に
設
け
た
。
推
薦
入
試
に
地
域
枠
を
設

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
は
、国
立
大
学
法
人
化（
平

成
16
年
度
）
以
降
、「
国
立
」
大
学
で
あ
っ
て
も
地
域
に

貢
献
す
る
人
材
の
育
成
を
大
学
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
掲

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

推
薦
入
試
（
地
域
枠
）
で
入
学
を
許
可
さ
れ
た
人
は
、

各
自
希
望
す
る
コ
ー
ス
・
専
修
で
学
修
を
進
め
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
身
に
付
け
、
人
間
と
し

て
一
回
り
も
二
回
り
も
大
き
く
な
っ
て
、
奈
良
の
先
生
と

し
て
育
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

入
試
に
関
す
る
情
報
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、雑
誌
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
し
て
発
信
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
進
学
説
明
会
（
企
業
主
催
）
は
、

本
学
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
う
え
で
大
事
な

場
と
し
て
受
け
止
め
、
入
試
室
も
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て

き
た
。

平
成
17
年
8
月
5
日
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、

奈
良
教
育
大
学
へ
関
心
の
高
さ
が
大
勢
の
参
加
者
と

な
っ
て
表
れ
、あ
ち
こ
ち
で
熱
の
こ
も
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
受
験
生
に
と
っ
て
も
大
学
に
と
っ
て

も
大
変
有
意
義
な
時
間
と
場
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
よ

う
に
思
う
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
通
し
て
、
高
校
生
や

受
験
生
は
、
選
抜
方
法
に
加
え
て
、
大
学
で
何
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
か
、
ど
の
よ
う
な
教
員
が
い
て
、
ど
の
よ

う
な
研
究
を
し
て
い
る
か
等
々
、
大
学
教
育
の
方
法
や

内
容
に
も
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

た
。
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
入
試
室

は
、
も
っ
と
受
験
生
の
目
線
に
立
っ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
に
、
よ
り
良
い
教
職
員
の
連
携
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
は
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
そ
の
大
学
自
体
の
力
が

典
型
的
に
表
れ
る
た
め
、
自
己
点
検
評
価
の
指
標
と
し

て
の
機
能
を
有
し
て
い
る
と
思
う
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
の
質
、
量
の
向
上
は
、
奈
良
教
育
大
学
の
「
大
学
力
」

の
向
上
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

入
試
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

平
成
17
年
11
月
30
日
、
入
試
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
（
入

試
室
主
催
）
し
た
。
講
師
と
し
て
、（
社
）
日
本
能
率
協

会
学
校
法
人
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
・
田
岡

頼
光
氏
を
迎
え
、「
入
試
か
ら
見
え
る
て
く
る
奈
良
教
育

大
学
の
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
講
演
を
お
願
い
し
た
。

こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
が
、

教
職
員
は
入
試
の
実
態
を
知
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
修
学

支
援
、
学
生
生
活
支
援
、
就
職
支
援
等
の
あ
り
方
を
考

え
る
う
え
で
、
多
く
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
有

入 試 室

入
試
室
、こ
の
一
年 

学
長
補
佐（
入
試
担
当
）　
　

松

川

利

広
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意
義
な
会
に
な
っ
た
と
思
う
。

平
成

年
度
入
試
の
策
定

二
課
程
再
編
に
伴
い
、
平
成
19
年
度
入
試
は
大
き
く

変
わ
る
。
入
学
者
選
抜
に
あ
た
っ
て
は
、
多
様
化
・
多
元

化
を
進
め
た
。
推
薦
入
試
（
地
域
枠
・
学
校
教
育
教
員

養
成
課
程
）
の
継
続
、
推
薦
入
試
（
一
般
・
学
校
教
育
教

員
養
成
課
程
）と
前
期
日
程（
学
校
教
育
教
員
養
成
課
程・

総
合
教
育
課
程
）
は
専
修
単
位
、
後
期
日
程
は
、
学
校

教
育
教
員
養
成
課
程
が
コ
ー
ス
単
位
、
総
合
教
育
課
程

が
専
修
単
位
と
し
た
。
選
抜
方
法
も
、
受
験
生
の
多
様

な
可
能
性
を
評
価
す
る
た
め
に
、
基
礎
学
力
型
、
意
欲
・

適
性
を
み
る
面
接
型
、
専
修
を
視
野
に
入
れ
た
学
科
試

験
型
、
専
修
を
視
野
に
入
れ
た
小
論
文
型
等
々
を
導
入

し
、
大
学
教
育
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
た
。

こ
れ
か
ら
の
入
試
室

近
年
、
卒
業
生
の
質
は
、「
ど
こ
の
大
学
に
入
学
し
た

か
」で
は
な
く「
大
学
に
お
い
て
何
を
学
ん
だ
か
」に
よ
っ

て
判
断
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
学

生
に
は
高
い
付
加
価
値
（
課
題
探
求
能
力
を
持
ち
、
そ

の
上
に
専
門
的
な
能
力
や
技
能
を
身
に
付
け
て
い
る
こ

と
）
が
求
め
ら
れ
よ
う
に
な
り
、
ま
た
大
学
も
学
生
に

ど
れ
だ
け
の
付
加
価
値
を
付
け
ら
れ
る
か
が
問
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

今
後
は
、学
生
が
入
学
後
、ど
の
よ
う
な
成
績
を
修
め
、

ど
の
よ
う
に
学
生
生
活
を
過
ご
し
、
ど
の
よ
う
な
進
路

を
選
択
し
た
か
等
々
の
検
証
を
行
い
、
入
学
者
受
入
方

針
（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）
に
照
ら
し
て
、
選

抜
方
法
の
評
価
を
第
三
者
を
も
含
め
て
適
切
に
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
求
め
る
学
生
像
を
一
義

的
に
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
多
様
な
学
生
を
受
け
入

れ
、
個
性
豊
か
な
学
生
が
学
び
合
う
、
活
力
の
あ
る
学

園
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
入
試
室
は
、

就
職
支
援
室
、
教
育
課
程
開
発
室
（
18
年
度

か
ら
開
設
）
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
大

所
高
所
か
ら
入
試
設
計
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

入 試 室

入試フォーラム

受験生の方へ
http://www.nara-edu.ac.jp/01_jukensei.htm
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